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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第54期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第53期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 2,325,322 2,667,066 9,861,025

経常損益（千円） △119,170 36,567 △518,019

四半期（当期）純損益（千円） △396,946 17,242 △1,656,490

純資産額（千円） 6,684,260 5,397,149 5,324,186

総資産額（千円） 16,547,458 15,858,391 15,433,216

１株当たり純資産額（円） 817.61 700.71 691.23

１株当たり四半期（当期）純損益

金額（円）
△48.55 2.24 △203.69

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 40.4 34.0 34.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△697,747 △78,702 △1,096,162

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△395,475 △20,006 △1,544,152

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,268,731 463,947 2,460,822

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
708,766 719,117 353,929

従業員数（人） 422 435 411

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　３．第53期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

（当期）純損失であるため記載しておりません。また、第54期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要

な関係会社の異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 435 (341)

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

２．臨時雇用者数には、鴻巣研究所等における増産体制が本格化し、その重要性が増したため、当第１四半期連結会

計期間より契約社員及び派遣社員も含めて記載することといたしました。

(2）提出会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 336 (303)

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

２．臨時雇用者数には、鴻巣研究所等における増産体制が本格化し、その重要性が増したため、当第１四半期会計期

間より契約社員及び派遣社員も含めて記載することといたしました。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　本報告書のこの項以下に記載する金額は、消費税等を含んでおりません。

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

前年同期比（％）

コンタクトレンズ・ケア用品事業

（千円）
687,960 303.6

合計（千円） 687,960 303.6

（注）金額は製造原価によっております。

(2）商品仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

前年同期比（％）

コンタクトレンズ・ケア用品事業

（千円）
601,513 101.4

眼鏡事業（千円） 177,649 53.2

その他事業（千円） 158,301 108.5

合計（千円） 937,465 87.3

（注）金額は仕入価額によっております。

(3）受注状況

　当社グループは見込生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

前年同期比（％）

コンタクトレンズ・ケア用品事業

（千円）
2,097,393 125.4

眼鏡事業（千円） 380,610 78.3

その他事業（千円） 189,061 113.2

合計（千円） 2,667,066 114.7

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

EDINET提出書類

株式会社シード(E02414)

四半期報告書

 4/21



４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

　　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部に景気底打ちの兆しは見られますものの、依然として企業

業績や雇用情勢は低迷を続け、先行き不透明な状況が続いております。コンタクトレンズや眼鏡業界におきまして

も、個人消費の冷え込みから、小売市場における眼鏡の買い控えが長期化する等厳しさが増しております。

　このような状況の中、当社グループといたしましては、国産初の１日使い捨てコンタクトレンズ「シードワンデー

ピュア」を柱とし、取扱施設数の増加による売上高増や鴻巣新工場の稼働率アップによる製造原価低減に注力して

まいりました。さらに、２週間コンタクトレンズ「シード２ウィークピュア」の梃入れ、主要ケア用品・眼鏡フレー

ムの拡販に努め、黒字回復と財務体質の強化を目指してまいりました。

　この結果、コンタクトレンズ・ケア用品事業につきましては前年を上回ることができましたものの、眼鏡事業は市

況の冷え込みから大幅に前年を下回ることとなり、全体の売上高は2,667百万円（前年同期比14.7％増）、営業利益

56百万円（前年同期営業損失104百万円）、経常利益36百万円（前年同期経常損失119百万円）、四半期純利益17百

万円（前年同期四半期純損失396百万円）となりました。

　　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　（コンタクトレンズ・ケア用品事業）

　コンタクトレンズ・ケア用品事業については、コンタクトレンズにおいて、本年３月に全国発売を開始した「シー

ドワンデーピュア」の取扱施設数の増加による売上高増と、工場の稼働率アップによる製造原価低減を最重要課題

として取組んでまいりました。また、ケア用品においても、クリニックルートにおける新規顧客獲得、ＯＴＣルート

におけるロイヤルユーザー獲得のために諸施策を実施してまいりました。

　「シードワンデーピュア」の取扱施設数は当初計画に対して若干の未達とはなりましたものの、「シードワン

デーファイン」や「シードゥソフトケア」等の下支えが奏功し、前年同期を上回る実績をあげることができまし

た。

　この結果、売上高は2,097百万円（前年同期比25.4％増）となり、利益につきましても原価低減効果等により営業利

益143百万円（前年同期1百万円）となりました。

　（眼鏡事業）

　眼鏡事業につきましては、主力フレームである「ビビッドムーン」や「プラスミックス」の春夏用新型モデルを

投入する等、売上回復に努めてまいりました。しかしながら、個人消費低迷による買い控えの影響で眼鏡小売市場は

冷え込んでおり、その影響が殊の外大きかったため、当社及び連結子会社の小売部門全てで前期割れとなり、売上高

は380百万円（前年同期比21.7％減）と大幅な減収となりました。これに伴い、利益につきましても、営業利益8百万

円（前年同期比30.9％減）となりました。

　（その他事業）

　その他事業につきましては、眼内レンズ市場における価格競争激化による売上高減少の影響がありましたが、連結

子会社の携帯電話部門において取扱いメーカーを追加したこと等により、売上高は189百万円（前年同期比13.2％

増）となり、営業損失は15百万円（前年同期営業損失27百万円）となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

て365百万円増加し719百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりでありま

す。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、78百万円となりました。これは主に、製品回収関連費用の支払等によるものであ

ります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、20百万円であります。これは主に、鴻巣研究所の機械装置等の導入によるもので

あります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、463百万円であります。これは主に、借入金の借入によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、82百万円であります。なお、当第１四

半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,424,000

計 26,424,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,112,000 9,112,000 ジャスダック証券取引所 単元株式数　100株

計 9,112,000 9,112,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成17年６月29日定時株主総会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成21年６月30日）

新株予約権の数（個） 1,697

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ――――――

新株予約権の目的となる株式の種類  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 169,700

新株予約権の行使時の払込金額（円） 　新株予約権１個あたり 63,100

新株予約権の行使期間
自　平成21年５月１日

至　平成24年４月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格

資本組入額

631

316

新株予約権の行使の条件

各新株予約権の一部行使はできないものとする。

権利行使請求日の属する月の前月のジャスダック証券取引所に

おける当社普通株式の終値の平均値が、行使価額を300円以上上

回っている場合に限り、行使することができる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ――――――

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ――――――

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日
－ 9,112,000 － 1,841,280 － 2,474,160
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（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、直

前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　　　①【発行済株式】

　 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 1,409,500
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,700,900 77,009 ―

単元未満株式 普通株式 1,600 ― ―

発行済株式総数 9,112,000 ― ―

総株主の議決権 ― 77,009 ―

②【自己株式等】

　 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

　㈱シード

東京都文京区本郷２

－40－２
1,409,500 － 1,409,500 15.47

計 － 1,409,500 － 1,409,500 15.47

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月

最高（円） 243 300 326

最低（円） 182 215 235

（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日以後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当

第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21

年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については清和監査法人による四半期レビュー

を受けております。

　なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

　第53期第１四半期連結会計期間及び連結会計年度　　あずさ監査法人

　第54期第１四半期連結累計期間　　清和監査法人
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 722,617 355,929

受取手形及び売掛金 1,887,322 1,635,513

商品及び製品 1,978,463 1,910,275

仕掛品 611,844 793,241

原材料及び貯蔵品 159,823 152,091

未収還付法人税等 8,922 8,922

未収入金 133,861 215,851

その他 556,606 590,738

貸倒引当金 △98,953 △11,358

流動資産合計 5,960,510 5,651,207

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※3
 2,159,511 2,205,110

機械装置及び運搬具（純額） 2,468,982 2,490,010

土地 ※3
 2,769,208 2,769,208

リース資産（純額） 285,136 314,352

建設仮勘定 216,955 151,200

その他（純額） 212,524 203,550

有形固定資産合計 ※1
 8,112,319

※1
 8,133,432

無形固定資産 113,946 123,348

投資その他の資産 ※2, ※3
 1,671,614

※2
 1,525,227

固定資産合計 9,897,881 9,782,008

資産合計 15,858,391 15,433,216
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 681,032 753,051

短期借入金 3,528,000 3,330,000

未払法人税等 18,460 31,694

賞与引当金 187,330 126,500

製品回収関連損失引当金 31,913 90,000

その他 815,648 890,657

流動負債合計 5,262,384 5,221,902

固定負債

長期借入金 4,181,000 3,868,500

退職給付引当金 786,993 789,113

役員退職慰労引当金 28,982 27,632

その他 201,881 201,881

固定負債合計 5,198,856 4,887,126

負債合計 10,461,241 10,109,029

純資産の部

株主資本

資本金 1,841,280 1,841,280

資本剰余金 2,474,160 2,474,160

利益剰余金 1,459,972 1,457,116

自己株式 △445,476 △445,472

株主資本合計 5,329,935 5,327,083

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 67,214 △2,896

評価・換算差額等合計 67,214 △2,896

純資産合計 5,397,149 5,324,186

負債純資産合計 15,858,391 15,433,216
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 2,325,322 2,667,066

売上原価 1,191,879 1,446,580

売上総利益 1,133,443 1,220,485

販売費及び一般管理費 ※
 1,237,673

※
 1,164,362

営業利益又は営業損失（△） △104,229 56,122

営業外収益

受取利息 178 700

受取配当金 670 806

受取賃貸料 3,366 3,524

業務受託料 2,806 －

為替差益 － 3,043

その他 2,217 1,235

営業外収益合計 9,240 9,310

営業外費用

支払利息 19,640 27,844

その他 4,540 1,020

営業外費用合計 24,181 28,864

経常利益又は経常損失（△） △119,170 36,567

特別利益

貸倒引当金戻入額 6,971 748

その他 34 －

特別利益合計 7,006 748

特別損失

投資有価証券評価損 － 289

前期損益修正損 － 14,116

製品回収関連損失 441,923 －

特別損失合計 441,923 14,405

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△554,088 22,911

法人税、住民税及び事業税 7,438 11,528

法人税等調整額 △164,580 △5,860

法人税等合計 △157,141 5,668

四半期純利益又は四半期純損失（△） △396,946 17,242

EDINET提出書類

株式会社シード(E02414)

四半期報告書

12/21



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△554,088 22,911

減価償却費 189,300 289,451

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15,200 △310

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,306 △2,120

賞与引当金の増減額（△は減少） △73,140 60,830

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,650 1,350

受取利息及び受取配当金 △849 △1,506

支払利息 19,640 27,844

前期損益修正損益（△は益） － 14,116

製品回収関連損失 441,923 －

売上債権の増減額（△は増加） 138,649 △135,969

たな卸資産の増減額（△は増加） △235,134 105,477

仕入債務の増減額（△は減少） △117,263 △72,018

その他 △4,855 △272,103

小計 △210,671 37,952

利息及び配当金の受取額 849 1,506

利息の支払額 △16,666 △27,618

法人税等の支払額 △11,315 △32,456

製品回収関連費用の支払 △459,943 △58,086

営業活動によるキャッシュ・フロー △697,747 △78,702

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △397,172 △19,005

投資有価証券の取得による支出 △150 △1,150

投資有価証券の売却による収入 295 －

貸付金の回収による収入 2,620 2,100

その他 △1,068 △1,951

投資活動によるキャッシュ・フロー △395,475 △20,006

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 450,000 199,000

長期借入れによる収入 1,000,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △144,500 △188,500

自己株式の取得による支出 － △4

配当金の支払額 △36,768 △17,020

リース債務の返済による支出 － △29,527

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,268,731 463,947

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △50

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 175,508 365,187

現金及び現金同等物の期首残高 533,258 353,929

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 708,766

※
 719,117
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 　該当事項はありません。

２．持分法の適用に関する事項の変更 　該当事項はありません。

３．会計処理基準に関する事項の変更 　該当事項はありません。

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

（四半期連結損益計算書）　

　前第１四半期連結累計期間まで、区分掲記しておりました営業外収益の「業務受託料」（当第１四半期連結累計期間は

309千円）は、当第１四半期連結累計期間において、営業外収益の総額の100分の20以下となったため、営業外収益の「そ

の他」に含めて表示することにいたしました。

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２．棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げについては、収益性の低下が明らかなものについての

み正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の算出については、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なも

のに限定する方法によっております。

　また、繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降

に経営環境や一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前

連結会計年度において使用した業績予測やタックス・プランニングに当該影

響を加味して算出したものを利用する方法によっております。

４．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定しております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、3,993,565千円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、3,713,890千円で

あります。

※２．投資その他の資産から直接控除している貸倒引当金

の額は285,991千円であります。

※２．投資その他の資産から直接控除している貸倒引当金

の額は373,896千円であります。

※３．下記資産を長期借入金500,000千円（一年以内返済

予定の長期借入金を含む）、短期借入金300,000千円の

担保に提供しております。

建物及び構築物 66,218千円

土地 281,470　

投資有価証券 150,511　

　　計 498,200　

※３．　　　　　――――――――――

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

賞与引当金繰入額 55,300千円

退職給付費用 16,250　

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 242,250千円

賞与引当金繰入額 44,830千円

退職給付費用 15,943　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在） （平成21年６月30日現在）

　 （千円）

現金及び預金勘定 708,766

現金及び現金同等物 708,766

　 （千円）

現金及び預金勘定 722,617

預け入れ期間が３ヶ月を超える

定期預金
△3,500

現金及び現金同等物 719,117

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　9,112,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　1,409,577株
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３．配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 19,256 2.5 平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

コンタクト
レンズ・ケ
ア用品事業
（千円）

眼鏡事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又
は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 1,672,230 486,121 166,971 2,325,322 － 2,325,322

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 1,672,230 486,121 166,971 2,325,322 － 2,325,322

営業利益又は営業損失（△） 1,426 11,922 △27,575 △14,226 △90,003 △104,229

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

コンタクト
レンズ・ケ
ア用品事業
（千円）

眼鏡事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又
は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 2,097,393 380,610 189,061 2,667,066 － 2,667,066

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 2,097,393 380,610 189,061 2,667,066 － 2,667,066

営業利益又は営業損失（△） 143,999 8,232 △15,018 137,213 △81,090 56,122

　（注）　　事業区分の方法及び各区分に属する主要な品目の名称

事業は、製品、商品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。また、これらの事業区分に属する

主要な品目は次のとおりであります。

事業区分 主要製商品名

コンタクトレンズ・ケア用品

事業

コンタクトレンズ（ハード系、ソフト系、ディスポーザブル（使い捨て）レンズ）、

ケア用品（洗浄液、保存液、酵素洗浄液、コンセプトクイック、ソフトメイト、シードゥソフトケア、保存ケース

他）、及びその関連事業

眼鏡事業 眼鏡レンズ、眼鏡フレーム（ビビッドムーン、プラスミックス、アイシード、他）、眼鏡備品、その他

その他事業 眼内レンズ、その他

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間及び前第１四半期連結累計期間において、本邦以外の国又は地域に所在する連結

子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間及び前第１四半期連結累計期間において、海外売上高は、連結売上高の10％未満の

ため、記載を省略しております。
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（有価証券関係）

　当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)

　時価のあるその他有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、当該有価証券の四

半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が見られます。

　その他有価証券で時価のあるもの

　 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

差額（千円）

(1）株式 147,879 252,233 104,354

(2）債券 － － －

(3）その他 － － －

合計 147,879 252,233 104,354

　(注）　当第１四半期連結会計期間において、その他有価証券で時価のある株式について289千円減損処理を行っておりま

す。

　なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得価額に対して50％以上下落した場合には減損処理を行い、

30～50％程度下落した場合には、回復可能性や過去の実績を考慮して必要と認められた場合に減損処理を行って

おります。

（デリバティブ取引関係）

　　　　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

１．ストック・オプションに係る当第１四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　該当事項はありません。

　

２．当第１四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

　　　　　　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 700.71円 １株当たり純資産額 691.23円

２．１株当たり四半期純利益又は純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 48.55円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失で

あるため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 2.24円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益又は純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益又は純損失金額   

四半期純利益又は純損失（△）（千円） △396,946 17,242

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は純損失（△）

（千円）
△396,946 17,242

期中平均株式数（株） 8,175,353 7,702,432

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っております

が、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、

記載しておりません。

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社シード(E02414)

四半期報告書

19/21



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月14日

株式会社シード

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 井上　智由　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 信田　　力　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シードの平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６

月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シード及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月14日

株式会社シード

取締役会　御中

清和監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 筧　　悦生　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 江黒　崇史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シードの平

成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シード及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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